
第 1 ステップ 

とまどい・否定 

●いつもと違う言葉や行動にとまどっ

て、否定しようとする 

●自分以外の家族に打ち明けられずに

悩む 

混乱・怒り・拒絶 
●認知症をよく理解していないことから、

どう対応していいか分からず、些細なこ

とにも腹を立てる 

●行動・心理症状の現れにより介護に疲れ

切って、絶望感や拒絶感に陥りやすい、

とてもつらい時期 

割り切り 受容 
●イライラしたり、怒ったりしても、良

いことがないと、割り切って考えるこ

とができる 

●本人の症状は変わらなくても、介護を

する人の困難感が和らぐ 

●認知症の知識や理解が深まって、認知

症の人の気持ちを理解できるようにな

る 

●認知症の本人のあるがままの姿を受け

入れることができる時期 

 認知症の人を介護している家族の気持ちを知りましょう 

認知症の人を介護する家族などの気持ちがどのように変わっていくかを知ることは、認知症の人とそのご家族を支えるヒントになります 

 ◇ 軽度認知障害（MCI)とは？ 

 もの忘れの症状は出ていますが、日常生

活での影響はほとんどなく、認知症とは診

断できない状態です。 

   

 ◆ もの忘れがあっても、自分の身の回りのこと

ができ、生活ができています 

◆ 物事を覚えにくくなったり、思い出せなく

なったりする 

◆ やる気がでなかったり、不安が強くなったり

する 

◆ 「ものを盗まれた」などのトラブルが増える 

◆ 失敗したことを指摘すると、イライラしたり

怒ったりする 

◆ たびたび道に迷うことがある 

◆ 買い物やお金の管理など、それまでできてい

たことでのミスが目立つようになる 

◆ 薬の管理が自分でできなくなる 

◆ 電話や家に訪ねてきた人への応対が難しく、

一人で留守番するのが難しくなる 

◆ 徘徊をする 

◆ 着替えや食事、排泄が上手にできなくなった

り、時間がかかるようになる 

◆ 物を口に入れたり、物を拾い集めることがある 

◆ 火の不始末がある 

◆ 妄想や興奮が強く出たり、自傷他害の精神症状

が出たりする 

◇ 家族間で、これからの介護のことについてよ

く話し合っておきましょう 

◇ 専門の医療機関の受診や介護保険のサービス

の利用について、早いうちに地域包括支援セ

ンターに相談することが大切です 

◇ 介護の手間が増えて、負担が重くなるので、

困ったことがあったときは、抱え込まずに担

当のケアマネジャーや地域包括支援センター

に相談し、サービスを利用しましょう 

◇ 食事や排泄、保清など、自分の身の回りのこ

とができなくなってきて、介護がないと日常

生活が送れないようになってきます 

◇ 最期をどのように迎えるかを、家族の中でよ

く話し合っておくとよいでしょう 

◇ 認知症についての、正しい知識やコミュニケーションの仕方などを

学びましょう 

◇ ご本人の趣味や望んでいる暮らしについて知っておくことで、認知

症になっても、その人らしい生活ができるための準備をしましょう 

◇ 生活を送るうえで困ることが増える前に、家族や地域の人達に見

守ってもらえるようお願いをしておきましょう 

代表的な認知症の進み方の例（時間の経過とともに、症状が進んでいる状態） 
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正常なレベル 軽度認知障害（MCI) 認  知  症 

日常生活に支障はあるが、自立している 日常生活に助けや介護が必要 常に介護が必要 
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高浜市地域包括支援センター 

認知症の進行と主な症状の例 
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